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Studies on Components of Usneaceae in Hokkaido 1 
On Components Soluble in Water， 
Hisatsugu Sato 
Abstract 
Chemical components were studied on s巴veralsp巴ciesof lichens belonging 
to Usn=aceae found in Hokkaido. A pOlysaccharide solubI巴 inhot water was 
isolated from al of the lichens， and proved to be lichenln. Lichenln a hemic巴lIulose，
had been found widely in many Iichens， and known as a resoerve and a skeletal 
carbohydraお. Like the majority of polysaccharide， Iich邑ninon hydrolysis with 
dilute mineral acid gave eョuivalentamount宮ofglucose， which yielded glucosazone. 
Inorganic components in the lichens were.also elucidated by chemical an31ysis 
of their ashes. As the result of analysis of ashωfrom purified Iichenin， itwas 
concluded that almωt al Aluminium components might be accompanied with 
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No. 1. Usnea diffracta Wat:n 
No. 2. Usnea longi色紙ma Ach. 
No. 3. Usnea Io:ngissima Ach. var.， yesoensis. Y. Asailina. 











Karrer7であるO しかしリヘエンそのものは古くから，イスランド苔 (Cetrariaislandica) 
中から分離せられ，その他多くの他の地衣中からも抽出研究され，地衣類の体構成物質並びに
貯蔵物質として知られたものである O その分子式や構造式についても，多数の研究や論議 8が
あるが，他の高分子炭水化物と同様未だ確定されたとはいえなし、。 Hesslが完全メチル化によ
る末端基定量法に従って， リヘニンに仮定した構造式は次の如くであるが，その後は未だリへ
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採集場所 無意根山 無意根山 無意根山
中腹 i 中腹 高所
採集季節 夏 冬 冬
灰分 2.652 1. 796 2.070 
8i02 0.141 0.118 0.228 
P205 0.103 0.069 0.108 
803 0.046 0.077 0.058 
CaO 1.158 0.693 0.742 
MgO 0.462 0.1里l 0.20雪
MnO 0.021 0.019 0.022 
A1203 0，073 0.073 0.079 





灰分 2.659 1.320 1.日86
8i02 0.167 0.589 0.066 
P205 0.156 0.037 
803 0.123 0.040 
CaO 0.405 0.405 1.117 
MgO 0.213 一 0.194 
MnO 0.042 0.035 0.042 

























o 0144 x JO x 250 






















透析膜内の固形物 10. 150g 
次分 O.0466g
A1203 O.0152g 
リヘニンの塩酸処理
リヘニン10gを500ccの2N塩酸に冷時溶解し上記の如く透析を行った。透析膜内の溶液は
著しい還元反応を示し，これを蒸発乾洞友化し，次分を 6N~滋自主で、抽出し， Alイオンをアルミ
ノンで、検出すると著明な反応が現われる。搭酸アンモニウムで Caイオンを検出すると僅に白
濁するのみであった。又外液も相当なアルミノン反応を示した。
総 括
北海道に産出するウスネア属地衣類数種について， 7](溶性成分を調ぺ炭水化物としてリへ
=ンを確認した。叉地衣並にリヘエンの無機成分を分析して Alが特にリヘヱン中に移行し，
容易に分離し難いことを見出した。叉AI及びSi02は季節によっても他の無機成分に比し合有
率に変動が少いことを知ることができた。
本研究に使用した地衣類の鑑定には冗北大予科教授鈴木限三氏に多大の援助をうけ，同氏の
厚.意により朝比奈博士の同定を仰ぐことを得た。又次分の分析には小松三郎氏の協力を得た。
併せて厚く感謝の意を表する次第である。
本研究は著者が北海道大学在職中にその大部分を行ったものである。
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